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ここでEoは定数ベクトルでEsc｡.(i)は散乱光を表わす｡IEoJ≫Escatは とる｡Re[-〕は実







































































Q(qi;R)の減衰時間 T(R),(17),が拡散時間 TD-1/2Dq2より遠 くしなければならない｡
(16)式よりRをLでおきかえて,この条件は,









































































とは大きく違 うふるまいである. また uRがu(R)より大きいと分布はGaussianになるようで
ある｡今までのところReが比較的小さいところで(bendingが見えるところで)L(R)/ulR)
-7位である｡この結果はいわゆる慣性領域に2つの相対速度があることを示 している｡ しか
し実現できる月βがそれ程大きくなく今のところ決定的なことはいえない｡
実験手法としてのhomodyne法によって極めて狭い領域の相対速度分布が能率よく測定でき
るoさらに波数ベクトルqを変えることによっていろいろな方向の相対速度成分3R･i/qの分
布もわかる｡ このためパイプ流での非等方性の情報もえられる｡｢turbulentshearflow｣･
｢turbulentboundarylayer｣の研究に役に立っかもしれない｡
§6 臨界流体 ･高分子系での乱流
上記の実験では散乱体の熱運動を小さくするため0.06ミクロン程度の粒子を使った｡しかし
こ17)ことは散乱するゆちぎの勲運動が遅ければ同様の効果が存在することを示唆している｡
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例えば流体として臨界点に近い2成分溶液が考えられる｡この系のゆらぎの特徴的寿命はTE
～6打扉3/kBTで与えられる｡再ま粘性率 (-0.olcgs)で打ま相函距離で103Å濃度にすること
は難かしくない.するとTE～5×10~3seco実際にこの系を1相領域でかくはん(stirring)
しながらhomodyneintensityを測定する試みがなされた50)恒温槽内の容器内に沈められた磁
石のプロペラを外部電流で回転させている｡結果はBrownian particlesの場合とほぼ同様で
(20)式がえられたのであった｡
さらにこのことだけにとどまらず臨界ゆらぎは乱流によるローカルな(一点における)シェ
ア (-velocitygradient)によって大きな影響をうけるようにすることができる｡ このこと
が様々な興味深い現象をひきおこす｡その一例としてかくはん下におけるnucleationの問題が
ある｡実験はやはりGoldburgのグループによってなされてきたe)
いわゆるmetastableregionにまで溶液の温度をさげていき散乱光の強度<Z(i)>-const.
<lsq(i)l2>の時間発展を測定するoこの強度は ドロブレットの大きさに強く依存しているo
ここで 扉i)は溶液の濃度変動のフーリエ成分であるoするとdroplet分布は(T-Tcに従い)
stirringに対し極めて鋭敏になってくることがわかった｡stirringの強さを容器内のプロペラ
の1秒当りの回転数Jで表わそう｡すると ｢散乱光はf≠0で定常的な値に落ち着く(-drop-
1etの生長がある大きさでとまる｡)｡｣ 号 が小さいと散乱光はJとともに増加する｡｣｢さらに
Jが大きくなると散乱光はJとともに急減少しついにはdropletは完全に存在しなくなる｡｣
以上のような現象を理解するためには乱流中の･aggregation･dropletgrowthについての新
たな理論が必要である｡
臨界ゆらぎは乱流によるlocalshearに極めて敏感であるため乱流に対する｢fascinating
probe｣になりうると思うのであるが,この小論を読まれた読者はどのような印象をもたれる
であろうか ?さらに近年低密度高分子溶液でのturbulentsuppressionの問題が注目されてき
ている｡これは高分子と乱流中の微細構造との強い相互作用の問題である｡ここでも動的散乱
法は大きな意味をもつ可能性はある｡
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